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阪神高速14号松原線大規模更新工事（喜連瓜破付近橋梁架替え工事）実施検討会



〇交通マネジメントの検討
交通影響抑制の施策の
方向性～計画策定

検討・評価の進め方

施工計画の検討

◇地域影響（工事箇所）
・一般街路を交通規制して施工する際の
交通の安全や円滑
・施工時の沿道住居者の生活環境

◇交通影響（都市部全体）
・高速道路上への交通影響
・一般街路上への交通影響

◇その他（施工性など）
・施工の安全性
・施工期間
（影響を及ぼす期間、構造物の健全性、社会情勢）

交通マネジメントの検討

◇交通影響予測結果
・高速道路の交通影響
・一般街路への交通影響

◇交通影響抑制の施策
・広報施策
・情報提供施策
・料金施策

〇大規模更新工事の実施に際しては、事業化検討段階から「実施時期」や「実施に伴う社会的影響の低減」など
が課題と認識※。
〇昨年、６号大和川線が全線開通し、更新工事の交通規制等に伴う社会的（交通）影響の低減に活用しうる広域
う回路が確保されたことから、当該橋梁の架け替えに着手すべく、詳細検討。
〇詳細な調査検討を進めてきたが、大阪都市部全体への交通影響だけでなく、工事箇所周辺への地域影響低減
も重要な課題であることを再認識。こうした観点で、複数の施工法を検討・評価。

今回検討

検討中

必要に応じて
工事期間中も
検証･見直し

※ H25.4.26 社会資本整備審議会 道路分科会 国土幹線道路部会（阪神高速道路(株)提出資料）

【第１回】
〇施工計画の検討
施工法の各案の説明
〇交通マネジメントの検討
交通影響予測結果
交通影響抑制の事例紹介

検
討
・評
価
方
法

進
め
方
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【次回】
〇施工計画の検討
施工法方針の意見集約

〇交通マネジメントの検討
交通影響抑制の施策イメージ



１．工事地区の周辺概要



瓜破交差点の交通特性
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〇交差する長居公園通、R479(内環状線)の12時間断面交通量は19,000～25,000台程度
〇R479(内環状線)の自転車交通は府下調査箇所の中で６番目に多い。
〇Ｈ２８年度大阪府交差点事故発生件数最多箇所（産経新聞大阪本社調べ。日本損賠保険協会ＨＰより）
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※Ｈ２７交通センサス・大阪府域の調査結果をすべて並べてグラフ化（高速道路調査結果を除く）
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✓R479(内環状線)の自転車交通は
府下調査箇所の中で、６番目に多い
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✓長居公園通、内環状線の自動車交通量
は19,000～25,000台
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２．施工法の検討
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①迂回路案 ②半断面施工案 ③通行止め案

平 面 図

断 面 図

施工概要
片側１車線の仮設迂回路を
上下線に設置し、既設橋を
撤去・更新

既設橋を上下線分割で車線運
用しながら、半断面ずつ撤
去・更新

喜連瓜破～三宅間の本線通行
止めを行い、上下線一括で撤
去・更新

高速本線供用 ２車線（片側１車線） ２車線（片側１車線） 通行止め

喜連瓜破ラン
プの供用可否

×（不可） 〇（可能） 〇（可能）

更新範囲 更新範囲 更新範囲

各施工法の概要

仮設迂回路

仮設迂回路

仮設迂回路 仮設迂回路

××
対面通行

半断面ずつ
撤去・再構築

× ×
通行止め

×
全断面を

撤去・再構築

〇事業許可時の「①迂回路案」に加えて、地域社会への影響を最小限にする観点から「②半断面施工
案」および「③通行止め案」についても検討を行った。

※上記３案以外の検討案については参考資料に示す。



①迂回路案の概要
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平面図

更新対象区間

断面図

○街路および歩道上に桟橋形式で片側１車線の迂回路（上下線）を構築し、高速道路の通行を確保し
た状態で、更新対象区間を撤去、再構築する。

迂回路（桟橋形式）迂回路延長 約740m

a

a

a-a

http://www.zenken.com/kensyuu_annai/H17/kousyu_511/ko511_09.html

桟橋形式のイメージ



②半断面施工案の概要
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平面図

○交差点南側・北側の歩道部及び側道部に仮橋脚を設置し、半断面を通行帯（片側１車線の対面通
行）として利用しながら、半断面ずつ撤去・更新する。

仮橋脚（2基）

断面図
（a-a）

商業施設に近接する仮橋脚のイメージ

大阪市所有地

商業施設
（民地）

更新対象区間

注）工事ヤード・交通規制はイメージ

横締め中間定着
撤去・更新

仮橋脚

a

a

対面通行

近接工事



③ 通行止め案の概要
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平野

喜連瓜破
出入路供用

三宅
三宅JCT

本線通行止め

出入路閉鎖

入路閉鎖

○高速道路を通行止めとし、高速道路上に設置した仮設桁からの吊り工法により既設桁を撤去し、新たな桁
を架設する。

更新対象区間

平面図

通行止め区間

更新対象区間の外観

a

a

b b

渡り線閉鎖



①迂回路案 ②半断面施工案 ③通行止め案

施
工
条
件

平 面 図

施工方法
片側１車線の仮設迂回路を上下線
に設置し、既設橋を撤去・更新

既設橋を上下線分割で車線運用し
ながら、半断面ずつ撤去・更新

喜連瓜破～三宅間の本線通行止めを
行い、上下線一括で撤去・更新

高速本線供用 ２車線（片側１車線） 通行止め

喜連瓜破ランプ
の供用可否 ×（不可） 〇（可能） 〇（可能）

地
域
影
響

生活環境 施工ヤードの確保のため、住居や店舗から車道へのアクセスが妨げられる。
高速道路から街路への交通の転換によ
り周辺環境の悪化が懸念される。

交通安全
・円滑

• 歩道幅員が狭くなり、高齢者や身障者等の交通弱者の通行に支障が生じる。
• 工事規制により交差点需要率が悪化し、交差点処理に支障が生じる。

高速道路から街路への交通の転換によ
り交差点需要率が悪化する。

交
通
影
響

高速道路
• 近畿自動車道の渋滞が延伸
• 松原線の車線規制による車線減少部で渋滞が発生

• 近畿自動車道や中国自動車道の渋
滞が延伸

• 東大阪線、大阪港線の渋滞が延伸

一般道路
工事規制箇所や、並行する南北道路
等で渋滞が発生

工事規制箇所で渋滞が発生
工事箇所の周辺道路や、工事箇所（南
北道路）の渋滞が発生

施工性
迂回路と距離を
確保し施工可能

難易度が高く、供用中の車線へ
の近接施工となる

通行止めのため
問題とならない

工期 約12年 約10年
約4年

(本線通行止め期間：2.8年)

更新範囲 更新範囲 更新範囲
仮設迂回路

仮設迂回路

各施工法のまとめ
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